
1 

 

 第３回伊万里市農業委員会会議 

 

 

１．日  時   平成２７年３月３日（火） 

開会 午後１時３０分 

閉会 午後３時３０分 

 

２．場  所   伊万里市民センター(文化ギャラリー) 

 

３．出  席   ２３名 

 

４．欠  席    ０名 

 

議席 氏  名 出席 議席 氏  名 出席 議席 氏  名 出席 

１ 山口 友三郎 ○ １１ 草 場  道 治 ○ ２１ 山 口  満 子 ○ 

２ 池 田  良 一 ○ １２ 田 代  三 義 ○ ２２ 中 島  德 雄 ○ 

３ 井手 憲一郎 ○ １３ 松 本  初 雄 ○ ２３ 平 林  博 文 ○ 

４ 西 山  哲 ○ １４ 木 須  修 ○    

５ 内 海  敏 光 ○ １５ 岸 本  熊 一 ○    

６ 米 岡  省 子 ○ １６ 山 口  光 壽 ○    

７ 松 尾  雅 宏 ○ １７ 古 賀  正 春 ○    

８ 前 田  節 朗 ○ １８ 福 田  義 晴 ○    

９ 松本 健一郎 ○ １９ 江 向  信 夫 ○    

１０ 島 田  義 忠 ○ ２０ 橋口 忠次郎 ○    

 

 

議事録署名者   １０番  島田 義忠   

 

  １５番  岸本 熊一   
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５．事務局職員 

 

職 名 氏 名 職 名 氏 名 

事務局長 松 岡 猛 彦 農 地 係 久 保 克 明 

農 地 係 松 尾 希 美   

 

６．その他出席者 

なし 

 

７．付議事項 

 

議案 第１０号 農地法第５条の申請について             （ ２件）   

議案 第１１号 農地法第４条の申請について              ( ２件)    

議案 第１２号 農地法第３条の申請について             （１１件） 

議案 第１３号 

農用地利用集積計画[農業経営基盤強化促進事業]について 

（利用権設定 通年 ２５件） 

（中間管理事業       ５件） 

議案 第１４号 農地利用配分計画の承認について            ( ５件) 

議案 第１５号 
農業経営基盤強化促進法による農地売買等特例事業に伴うあっせん 

委員の指名について                 （ ２件） 

 

８．報告事項 

 

報告  第３号 農地法第１８条第６項通知の受理について       （ ２件） 

報告  第４号 農地の形質変更届出について              （ １件） 

 

９．連絡事項 

なし 
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議長 みなさん、こんにちは。 

（挨拶） 

議長 それでは、ただいまより第３回農業委員会会議を開会します。 

本日の会議は、全員出席で欠席者はありません。 

次に、議事録署名人の御依頼を申し上げます。 

今回は１０番 島田委員、１５番 岸本委員です。 

事務局で作成する議事録が完成次第御署名をお願いします。 

 

本日の議案数は、６つです。 

議案第１０号 農地法第５条の申請について      ２件  

議案第１１号 農地法第４条の申請について       ２件  

議案第１２号 農地法第３条の申請について     １１件 

議案第１３号  農用地利用集積計画[農業経営基盤強化促進事 

業]について               利用権設定 通年 ２５件 

                中間管理事業    ５件 

議案第１４号 農用地利用配分計画の承認について   ５件 

議案第１５号 農業経営基盤強化促進法による農地売買等特例事

業に伴うあっせん委員の指名について         ２件 

また、報告事項は、２つです。 

報告第３号 農地法第１８条第６項通知の受理について ２件 

報告第４号 農地の形質変更届出について       １件 

となっております。 

議長 それでは、議事に入ります。 

議案第１０号 農地法第５条の申請について事務局から説明をお

願いします。 

事務局 議案第１０号 農地法第５条の申請の申請２件について御説明し
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ます。 

 

議案の１ページ、９番になります。 

図面は、案内図が１ページ、字図が２ページ、土地利用計画図が

３ページになります。 

申請地は、南波多町井手野地区です。 

借受人が、駐車場及び資材置場を建設するための申請です。 

 

農地区分は申請地が第２種農地の農地区分要件、第２の１の（１）

のカの（ア）、中山間地域等に存在する農業公共投資の対象となっ

ていない小集団の生産性の低い農地に該当します。 

許可基準としましては、周辺に利用可能な土地がないか検討した

が該当地がなかったため、第２の１の（１）のカの（イ）、周辺の

他の土地に立地することが困難な場合は許可し得るに該当しま

す。 

 

続きまして、議案の１ページ、１０番になります。 

図面は、案内図が４ページ、字図が５ページ、土地利用計画図が

６ページ、平面図が７ページになります。 

 

申請地は、二里町東八谷搦地区です。 

借受人が、医療機関が運営する多機能施設を建設するための申請

です。 

 

農地区分は第３種農地の農地区分要件、第２の１の（１）のエの

（ア）のｂの（ｃ）、都市計画法第８条第１項第１号に規定する用

途地域内にある農地に該当します。 
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事務局 許可基準としましては、第２の１の（１）のエの（イ）、許可し得

るに該当します。 

 

議案第１０号農地法第５条の申請は以上２件です。 

議長 それでは、農地法第５条９番について担当委員から説明をお願い

します。 

担当委員 該当地区について説明致します。場所ですけども、国道２０２号

線の飲食店の裏手の方に旧市道がございますけども、旧市道の傍

です。譲受人の会社がその旧市道を挟んで申請地の隣にございま

す。船舶の螺旋階段辺りを作ってらっしゃる会社だそうでござい

ます。従業員は３０人ぐらいです。説明がありましたように、そ

の会社の資材置き場、駐車場に利用するという事でございます。

周囲は、東、南が川になっております。そして北の方は宅地にな

って会社などがございます。現在のところは地目が畑ですね。以

前は水田だったそうですが、嵩上げして畑地になっております。

４反以上あるわけではございますけれども、別に問題はないだろ

うという事で、印鑑を押しております。宜しくお願い致します。 

議長 ９番について、御意見、御質問はございませんか。 

＜なし＞ 

特にないようですので、続きまして、１０番について担当委員か

ら説明をお願いします。 

担当委員 場所は八谷搦の警察署の裏手になります。商店に囲まれた田んぼ

です。この計画がなされてからは、草も払われておりました。2

回ほど家に来てくださって、計画書を出してもらったんですが、

街の中であそこだけ田んぼを作るのも大変だと思っておりまし

た。それで、印鑑を打ちました。御審議ください。 
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議長 １０番について、御意見、御質問はございませんか。 

２番委員 ここは、何をされるのですか。 

担当委員 言い忘れていました。病院の施設で、そこの病院を出て色々とで

きるようになった人のリハビリ的なことをされる施設ということ

です。離れているものですから、街の中が交通の便がいいだろう

という事で二つに分かれます。 

２番委員 街で活動される。菜園とかフラワーガーデンとか何をするのかな

と思いまして。 

担当委員 菜園をしたり、土いじりをさせたりですね。 

議長 街の真ん中ではちょっと珍しい施設ですので、御意見が出るかな

と思っておりました。 

他に、ございませんでしょうか。 

＜なし＞ 

無いようですので、議案第１０号 農地法第５条の申請２件につ

いて承認を戴きましたので、許可相当として意見を付して県へ進

達します。 

 

続きまして、議案第１１号 農地法第４条の申請２件について事

務局から説明をお願いします。 

事務局 

 

 

 

 

 

議案第１１号 農地法第４条の申請２件について御説明します。 

 

議案の２ページ、５番になります。 

図面は、案内図が８ページ、字図が９ページになります。 

申請地は、南波多町大川原地区です。 

申請人が、植林するための申請です。 
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農地区分は第２種農地の農地区分要件、第２の１の（１）のカの

（ア）、中山間地域等に存在する農業公共投資の対象となっていな

い小集団の生産性の低い農地に該当します。 

許可基準としましては、周辺に利用可能な土地がないか検討した

が該当地がなかったため、第２の１の（１）のカの（イ）、周辺の

他の土地に立地することが困難な場合は許可し得るに該当しま

す。 

 

続きまして、議案の２ページ、６番になります。 

図面は、案内図１０ページ、字図が１１ページになります。 

申請地は、脇田町平山地区です。 

申請人が、森林づくり事業のための植林する申請です。 

 

農地区分は申請地が第２種農地の農地区分要件、第２の１の（１）

のカの（ア）、中山間地域等に存在する農業公共投資の対象となっ

ていない小集団の生産性の低い農地に該当します。 

許可基準としましては、周辺に利用可能な土地がないか検討した

が該当地がなかったため、第２の１の（１）のカの（イ）、周辺の

他の土地に立地することが困難な場合は許可し得るに該当しま

す。 

 

議案第１１号 農地法第４条の申請については以上２件です。 

議長 それでは、５番について担当委員から説明をお願いします。 

担当委員 開発した梨園を御存知の方いらっしゃいましたら、わかるわけで

すけど。その下の方ですね。実は申請人が梨を作っていらっしゃ

ったわけですけども、全部梨の木を切って植林をされるそうでご 
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担当委員 ざいます。周囲も全部山で植林をしても支障はないだろうという

ような判断をしております。以上でございます。 

議長 ５番について、御意見、御質問はございませんか。 

３番委員 梨園ですが開発事業でされていますが、それとこれは完全に別物

ですよね。 

担当委員 そことは関係ないです。これは自分で開発された元ミカン畑でし

た。その跡を造成しなおして梨を植えていた。そこの開発とは関

係ないものです。 

議長 他にございませんでしょうか。 

＜なし＞ 

ないようですので、続きまして、６番について担当委員から説明

をお願いします。 

担当委員 字図 10 ページになっております。県道松島・黒川線の脇田の交差

点より 2 キロほど上ったところの右側にございます。たまたま申

請人の周辺が地区で雑木なんかを伐採されておりまして、そこに

県の農林課の方からみえて、佐賀県の方には四季彩と言いますか、

彩りのある木がないという事で区長さんに相談をされて、四季の

彩りがあるようなほうにつくられたらどうですかということで、

昨年の10月くらいに私の方にもありました。協定書が市と県とか、

そういうところで取られています。それで、12 月末に私の方にお

みえになりまして、区長さん、あるいは生産組合長さんの印もあ

りましたので、私も判を押しました。参考の為に、これよりもう

少し上の方に、公民館兼用としての集会場がありますけれども。

そちらの方の近くにも四季彩の森を作るということで、お話があ

っておりました。以上です。 
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議長 ６番について、御意見、御質問はございませんか。 

16 番委員 佐賀四季彩森林づくり事業というのは、補助金かなんかでるので

すか。 

担当委員 そうです。 

16 番委員 県の方からくるのですね。 

担当委員 県の方から。15年間の協定契約をされております。 

16 番委員 それはどこに申請すればよいのですか。 

5 番委員 伊万里の農林事務所ですかね。そちらの方と協定書が結ばれてお

ります。それをするためには、一応、木を伐採しておかないとで

きないということです。地区で保安林など、ものすごく多くされ

ています。皆さん保安林を作りたいとうことで。 

18 番委員 これは県の事業ですか。 

担当委員 県単の事業ですね。おそらく。それが市の方と調整をされている。 

18 番委員 そしたら、協定期間は手入れをしてあるという話ですが、あとは

どうなるのですか。 

担当委員 あともずっと、みていかないといけないのではないでしょうか。

今だけで植林しても、今すぐきれいになるわけじゃないし、先々、

子とか孫の代にならないときれいにはならないので、そこはずっ

と公園みたいになってくるのではないかと。 

18 番委員 公園作りのようなものですね。 

５番委員 木とかなんとかは県の方で補助をしてくれます。あとは自分たち

で管理をしなさいと。下の草刈り、伐採とか。そういうのは書い

てあります。細目書に。 
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18 番委員 竹の古場の下の方にもそういうふうに県の事業でしてもらってい

ます。そういうふうなもので、あとはどうなるのかと思いまして。 

５番委員 あとあとも管理されていくのではないかと。区長さんはそういう

言われていました。 

議長 この近くに梅団地もあるし、紅葉とか桜なんかが綺麗に咲いたら、

ちょっと寄ってみようかと、道路からすぐ見えるところですしね。

いいかもしれませんね。 

他にございませんでしょうか。 

＜なし＞ 

無いようですので、議案第１１号農地法第４条の申請２件につい

て承認を戴きましたので、許可相当として意見を付して県へ進達

します。 

 

続きまして、議案第１２号農地法第３条の申請について事務局か

ら説明をお願いします。 

事務局 議案第１２号農地法第３条の申請１１件について説明します。 

議案は３～４ページになります。 

１９番につきましては、許可後の経営面積が４，８３３㎡であり

伊万里市における下限面積である５，０００㎡を下回るため、下

限面積要件を満たしておりませんが、現況が一枚になっている土

地を隣接農地の所有者である譲受人が自身の土地と一体として利

用するための申請であり、「本権利の設定または移転は、その位置、

面積、経常等から見て隣接する農地又は採草放牧地と一体として

利用するための申請であり、「本権利の設定または移転は、その位

置、面積、経常等から見て隣接する農地又は採草放牧地と一体と 
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事務局 して利用しなければ利用することが困難と認められる農地又は採

草放牧地につき、当該隣接する農地等を現に耕作に供しているも

のが権利を取得するものである。」に該当し、下限面積要件の例外

に該当します。 

 

そのほかの案件につきましては、申請事由や経営状況等、全て農

地法第３条第２項の各号には該当しないため、全部効率利用要件、

農作業常時従事要件、下限面積要件、地域との調和要件を満たし

ております。 

 

農地法第３条の申請についての説明は以上です。 

議長 それでは、事務局より説明がありましたが、農地法第３条の申請

については一括審議となっておりますので、議案の３～４ページ

を見ていただき、御意見、御質問がありましたら、挙手をお願い

します。 

＜なし＞ 

無いようですので、議案第１２号農地法第３条の申請１１件につ

いては許可相当とします。 

 

続きまして、議案第１３号農用地利用集積計画[農業経営基盤強化

促進事業]について、利用権設定通年についての説明を事務局から

お願いします。 

事務局 議案第１３号農用地利用集積計画[農業経営基盤強化促進事業]の

利用権設定の通年２５件について、御説明します。 

 

議案の５～７ページに明細書を掲げておりますのでそちらを御覧 
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事務局 ください。 

今回は借受人が１３名、貸付人が２４名で、面積は、田が 47,494

㎡、畑が 1,617 ㎡です。利用目的、利用権設定期間、借賃などは

明細書に記載しているとおりです。申出書を８～２０ページに掲

げております。 

 

農用地利用集積計画[農業経営基盤強化促進事業]の利用権設定通

年については以上２５件です。 

議長 議案第１３号農用地利用集積計画[農業経営基盤強化促進事業]の

利用権設定の通年２５件について、御意見、御質問はございませ

んか。 

＜なし＞ 

無いようですので、議案第１３号農用地利用集積計画[農業経営

基盤強化促進事業]の利用権設定の通年２５件については申出

のとおりに決定します。 

 

続きまして、議案第１３号農用地利用集積計画[農業経営基盤強化

促進事業]の中間管理事業について事務局から説明をお願いしま

す。 

事務局 

 

議案第１３号農用地利用集積計画[農業経営基盤強化促進事業]の

農地中間管理事業について御説明いたします。 

 

本年度から農地中間管理事業の委託を受けまして、今回初めて農

地の貸借が成立するという形になっております。 

議案は２１ページになります。 

詳細な申請書等は２２ページから２４ページまでに記載しており 
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事務局 

 

 

 

ます。もともと農地中間管理事業につきましては、農地中間管理

事業に関する法律と基盤強化促進法と、二つの法律でなっており

まして。今回、貸借をするにあたりまして、まず、佐賀県農業公

社に基盤強化促進法による利用権設定をするということで、議案

としてあげさていただいております。借受者は農業公社１件とな

っておりますが、貸付者が５名。面積は田が 19,271 ㎡、畑が 1,183

㎡となっておりまして、筆の方が 15筆という状況になっておりま

す。このあとの議案 14号の方で、この公社の分をさらに転貸しし

て利用配分計画として議案の方に上げさせていただいておりま

す。まず、農地中間管理事業を使われた貸付者に対して、公社の

方への貸し付けという事で議案をあげさていただいております。 

 

中間管理事業については、以上５件です。 

議長 今年度から始まった農用地利用集積計画[農業経営基盤強化促進

事業]の農地中間管理事業について５件について、説明していただ

きましたが。御意見、御質問はございませんか。 

７番委員 この 5 名の方は農地集積協力金という補助金の対象者になるんで

しょうか。 

事務局 機構集積協力金の中の経営転換協力金の対象になりうる方が 2 名

いらっしゃいます。詳細は今からになりますが、4番と 5番の方に

関しましては、経営転換協力金の可能性がありうる方だという事

でこちらの方で理解をしております。 

７番委員 先程の 5 ページに同じ 5 番の方がいらっしゃいますけれども、こ

の方は、公社じゃなくて個人の方にしていますけれども、農地集

積協力金がいただける方なら、中間管理事業の方を通過させた方

がよいのではないですか。 
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事務局 利用権設定、5ページに関しましては、借受者のほうが借受希望を

出されてないということで、こちらの方は利用権設定でおこない

たいという事でやっております。 

７番委員 相手の事ですね。わかりました。 

議長 他にございませんでしょうか。 

８番委員 さっきの農地集積協力金ですが、これは中間管理事業の中である

ということは、この前の生産組合会長会の時も説明をしたわけで

すけども。どのようなケースの場合に出るということが、説明で

きなくて困ったわけですけど。どのようなケースの場合に協力金

が出るわけですか。 

事務局 直接は農業振興課が担当部署になっておりますので、具体的な話

にはなりませんが、21 ページにあげております 4番の方。この方

の例を取りますと、実際所有されている農地は 4筆です。4筆全て

を自作されておりましたが、もう水田を作るのは難しいという事

で、２筆に関して、今のところ、農地中間管理事業に貸し出しを

されています。残りの２筆に関して、今度 4 月になると思います

が、農地中間管理事業に貸し出しをされて、借受者がいる場合、

または借受者が仮にいなかった場合でも、この２筆が農地中間管

理事業を使って貸借が成立しているので、その２筆に関しては経

営転換協力金の対象になります。全体的に言えば、全ての農地を

基本は自作していて、そしてその自作されている農地を、保全管

理も含めて、耕作放棄地を持ってないという条件になりますけど、

その全ての農地を公社に貸し出して、貸借が成り立った筆に対し

て経営転換協力金の対象になると。貸し出した農地が対象になる

のではなくて、全ての農地を貸し出さないといけないけれども、

貸借が成立した筆だけが経営転換協力金の対象になります。そう

いう制度です。経営転換協力金を受けようとすれば、もう農業は

やらないという考え方でやると。ただ、実際には借受ができない

農地が出てくると思います。その場合は、またちょっと対応が違 
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事務局 って、販売はしてはいけないけど自作はしていいですよという話

があるかもしれませんが、それはまだ実績がないので、はっきり

とお答えしようがないところではあります。これが一つです。あ

とは、他にも地域集積協力金ということで、地域の中から２０％

を超えたら補助金の対象になるのと、農地中間管理事業を使って

貸借が成って、この農地の中で、借受をされている隣の農地を借

りている方にさらに貸すとなれば、連たん的なもので耕作者協力

金の補助の対象になりうるとなっております。種類が３つほどあ

りまして、バラバラになっております。経営転換協力金自体は、

非常にハードルが高い事業になっておりますので、なかなか該当

する方がいない。逆に言えば、筆が少なくて、２筆しか田を持っ

てないとして、自作はされてないといけませんが、作っていたと。

そういう方が２筆、農地中間管理事業を使って貸すと。そしたら、

経営転換協力金の対象には大いになりうるのかなと思っておりま

すけれども。実際、闇小作とかですね。誰かが作っているという

のは、まったく対象にならないので、貸し出すのは構わないので

すが、貸借が成立しても経営転換協力金の成立した筆にはならな

いと。そういうのがルール上決まっております。 

議長 今の説明でよろしいでしょうか。 

８番委員 わかったようで、わからないような。 

事務局 種類が３つあります。 

事務局 あくまで農地を自作か保全管理、耕作放棄をしていないというの

が、一つ大きな条件になります。なかなかいらっしゃらないと思

うのですけど。耕作放棄地を持っていたらその時点で、経営転換

協力金の対象にならない。耕作放棄地に関する部分としては経営

転換協力金だけですね。地域集積協力金に関しても、耕作者協力

金に関しましても、耕作放棄地を持ってはいけないというのはな

かったと理解をしています。なかなか受けにくいんですけど、今 
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事務局 回のケースの中で、４番と５番の方は受けられる可能性があるん

じゃなかろうかと、こちらは考えております。あとは担当課の考

えになるかとは思ってはいるんですけど。皆さんの中にもいろい

ろ補助金の関係でお話を受けることが多いと思いますけど。人に

よってケースがいろいろなんですね。皆さん同じ状況なら別でし

ょうけど、一人一人状況が違うので、相談があればいつでもこち

らの方は応対させていただくという事を各生産組合長さんなり営

農座談会なりに言わせてはいただいているんですけど。ただ、こ

れも補助金が来年度、再来年度は厳しくなってくるのかなという

話にもなってきています。 

７番委員 ５ページと６ページ利用権設定が載っていますけど、今の話で言

えば、設定をする側の人達の農家の形態はよくわかりませんけど、

今みたいに、全ての農地を出して契約をした人が補助金の対象に

なる、もちろん相手がいてのことでしょうけども。今みたいに、

少しづつ出していく状況よりも、いずれ農業をやらないようにな

るなら、引きつけておいていっぺんに出してもらうということが、

農家の経営、形状の分析が必要じゃないでしょうか。６ページに

あるように認定農業者に御相談をして、これだけの農地が動くの

のだから、この人達に１回利用権設定を結んで出してしまえば、

その農地は次に経営転換協力金を取ろうとしても対象にはならな

いでしょう。 

事務局 はい。 

７番委員 それならばまとめておいて、いずれやめられる時に、その時いっ

ぺんにというふうに、農家の経営分析をしないといけないのでは

ないでしょうか。 

事務局 現実的に、農業委員会では補助金を前提に事業をやってないのが

基本的な考え方でありまして。機械利用組合の代表者として利用

権設定の申出書が出ているものもありますが、農業委員会として

は、個人で利用権設定をさせていただいてるという形になってお 
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事務局 ります。利用権設定自体は、生産組合であったりとか、機械利用

組合であったりというのは、基本、利用権設定ができない。任意

団体であり、法人格はございませんので。伊万里市の考え方とし

ては農地の流動化なり、農地を守っていくためには、そういう人

たちの分も利用権設定をして、法的関係をきちんとしておこうと

いう形で進めているところではあります。今、委員さんがおっし

ゃたように、こちらも状況がわかればですね、この方が補助金を

受けられる方だということがわかれば、お話を聞いて、隣の農業

振興課に繋いでいるという状況ではあります。今ちょっと数がな

い、補助事業の制度説明がよく理解されてないというところもあ

るとは思うのですが。農業委員会としては受けられる方は受けて

いただければという考え方はあります。ただ、農地中間管理事業

が長いスパンというか、時間がかかってからの決定になるという

のもあって、今すぐにやめて他の人に作らせるという話はなかな

か該当しないという状況があります。なるべくなら、今年一年作

っていただいて、あわせた形で公社を使ってお願いできないかと

いう話は、相談があればしており、そういう形で繋げてはいるの

ですけど。やっぱり、そうしたら、次に借りられる方が借られな

くなるとか、いろんな条件があるみたいなので。補助金を受ける

からこうしたいという話はなくて、このお二人の方に関しまして

も、補助金を受けたいからというわけで来られたわけではなくて、

農地を借り受ける方が補助金に該当するのではということで、お

話を持ってもらっています。 

７番委員 借受に、営農座談会にまで来て、農業振興課はこういうふうな制

度資金がありますよって説明をしていくわけよね。このために農

家の貸し出す側の状況を十分把握して、あと一年するとこうなる

というところから始めないと、あるものも取れないと思いますよ。

借り手からはしないことだからね。でも、取れるのを見逃さない

ようにすべきじゃないですか。 



18 

 

事務局 今の話は、６ページでいうところの、例えば、一番上の方で言う

と。この方と貸し借りをしましょうという中で。要は、この方が

他の農地を自分がもう作らないよとか、もうここ何年かでやめる

よというところであれば、そこまで待って転換協力金をもらうよ

うな形で推進したらどうかと言われているわけですよね。 

７番委員 近い年度であればね。失礼な質問かもしれないが、もったいない

じゃないか。もらっていいお金が取れないというのは。だから、

そういう再分析をしてから、いや、すべきことじゃないかと聞い

ています。 

議長 国の方も目玉政策のようにして制約をかけてですね。もうちょっ

とオープンにして国の予算を大盤振る舞いのようにするならです

ね、その辺りもやりやすいのでしょうけど。制約はかけてですね。

その辺りはちょっと、問題なところはありますね。 

７番委員 大事ですものね。これね。以上です。 

議長 この中間管理事業の関係が、今回初めて利用集積計画ででました

けど。これからぽつぽつと該当する物件については出ることにな

ると思います。 

その他に、この件について御質問はないでしょうか。 

＜なし＞ 

無いようですので、第１３号農用地利用集積計画[農業経営基盤強

化促進事業]の農地中間管理事業については承認を戴きましたの

で書類を県農業公社へ送付したいと思います。 

 

続きまして、議案第１４号農用地利用配分計画の承認について事

務局から説明をお願いします 
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事務局 議案第１４号農用地利用配分計画の承認について御説明いたしま

す。 

議案は２５ページ～２６ページになります。 

農地中間管理事業の推進に関する法律第１９条第２項の規定によ

る農用地利用配分計画の作成については同法第１９条第３項の規

定により伊万里市長から意見を求められていますというのを、承

認をという書き方をしておりますが、この案を提出しております。

先程、農業公社への農地中間管理事業を使っての利用権設定を説

明しましたが、その後の分になります。農用地利用配分計画を作

成して、これを佐賀県農業公社の方に伊万里市の方から提出をな

されます。それに伴って、農業公社の方は農山課の方に利用配分

計画を提出し、佐賀県で公告を２週間行って、知事の許可を受け

て、４月１日からこの農用地利用配分計画、利用権設定と同じに

なりますが、開始するという手続きになりますので、その前段階

となっております。中身的には先程、公社へ貸したものを転貸し

されるという形で、面積に関しても田が 19,271 ㎡、畑が 1,183 ㎡、

合わせて 20,454 ㎡。借受人は 5名。筆数は 15 筆。期間は 10 年。

賃借料等、明細については御確認いただければと思います。 

 

農用地利用配分計画の承認については以上です。 

議長 議案第１４号農用地利用配分計画の承認について、御意見、御質

問はございませんか。 

＜なし＞ 

中間管理事業ももう少し、法的に緩和されて協力金なんかがいた

だけるシステムに変更していただくと、もっとどんどん増える可

能性もあるかもしれませんが。 

特にないようですので、議案第１４号農用地利用配分計画の承認 
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議長 については承認を戴きましたので、書類を県農業公社へ送付した

いと思います。 

 

続きまして、議案第１５号農業経営基盤強化促進法による農地売

買等特例事業に伴うあっせん委員の指名２件についての説明を事

務局からお願いします。 

事務局 議案第１５号農業経営基盤強化促進法による農地売買等特例事業

に伴うあっせん委員の指名２件について御説明します。 

 

議案の２７ページの 1番です。 

案内図と字図が２８ページになります。 

あっせんの申出が東山代町で出ております。東山代町長浜地区で 

の申出であるため、西部地区担当の西山委員と山口満子委員にあ

っせん委員をお願いしたいと思います。 

続きまして、議案の２７ページの２番です。 

案内図と字図が２９ページになります。 

あっせんの申出が南波多町で出ております。南波多町大川原地区

での申出であるため、東部地区担当の前田節朗委員と井手委員に

あっせん委員をお願いしたいと思います。 

あっせん委員となられる方には、大変お手数をおかけする事とな

りますが、よろしくお願いいたします。 

 
議長 それでは議案についての審議は以上になりますので、続きまして

報告事項に移ります。 

 

報告第３号農地法第１８条第６項通知の受理について、事務局か

ら報告をお願いします。 
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事務局 報告第３号農地法第１８条第６項通知の受理２件について御説明

します。 

 

議案は３０ページを御覧ください。 

７番につきましては、貸人の都合により、合意解約をされます。 

解約後は別の方に貸借される予定で利用権設定を上程しておりま

す。 

８番につきましては、貸人の都合により、合意解約をされます。

解約後は転用される予定で５条申請を上程しております。 

 

報告第３号については以上２件です。 

議長 報告第３号農地法第１８条第６項通知の受理２件について、御質

問はございませんか。 

＜なし＞ 

無いようですので、続きまして報告第４号農地の形質変更届出に

ついて、事務局から説明をお願いします。 

事務局 報告第４号農地の形質変更届について御説明します。 

 

議案の３１ページの３番になります。 

図面は案内図が１２ページ、字図が１３ページ、平面図１４ペー

ジ、横断図が１５ページになります。 

 

申請地は二里町西八谷搦地区です。 

申請地は水はけが悪く利用しづらいので嵩上げをして田として利

用するための届出です。 
 

報告第４号については以上１件です。 
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議長 それでは、３番について担当委員から説明をお願いします。 

6 番委員 水はけが悪く、何を作っても駄目だから嵩上げしてまた利用した

いという事で。水はけを良くするための嵩上げという事でしたの

で、判を打ちました。御審議ください。 

議長 ３番について、御質問はございませんか。 

2 番委員 水は、もともと新田川からとっているのですか。 

7 番委員 新田川からですね。 

2 番委員 どのようにして取っているのですか。 

7 番委員 ポンプで。 

2 番委員 ポンプで、橋の上に。 

7 番委員 そうです。新田川から水路にあげて、そこからポンプアップで水

田にのせています。 

2 番委員 新田川の方からまっすぐあげられないのですか。 

7 番委員 それはあげられない。あれは甘いので。かなり遠いですし。有田

川はやっているみたいですが。 

6 番委員 田んぼにできるんですか。水田として。 

7 番委員 1.3ｍって絶対のらないような。 

6 番委員 畑でしょうね。 

7 番委員 そうでしょうね。 

6 番委員 また使いますということでしたし。 
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2 番委員 ＮＴＴの建っているところの高さまであげるということですよ

ね、たぶん。 

7 番委員 この辺りの手前の北側の方に、踏切があるから渡ったところの右

側にポンプがありますよね。あれでのせている。そして、新田川

の所にももう一つポンプがある。それから水田にのせています。

田でしょ。畑じゃなくて。 

2 番委員 ポンプであげて、またポンプであげるんでしょうね。 

議長 ほかにございませんか。 

＜なし＞ 

無いようですので、これで報告事項を終了します。 

 

これで、第３回の農業委員会を閉会します。 

 ＜＜＜議事終了＞＞＞ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 


